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r持田事件JtrSTAP(スタIyTZ)細胞｣

3.27夜のニュースで､袴田事件の再審決定

(静岡地裁)が報じられ､しかもその中で袴田

巌さんが姉･ひで子さんと一緒に東京拘置所か

ら出てくる映像が流れた(-釈放されたl)の

には本当に驚きました｡また､ ｢耐え難いほど正

義に反する｣として`即座の釈放'を行なった

村山浩昭裁判長たちの『人間性･良識』が今回
の決定の背景にあったことは明らかで､大いに

敬意を表したいと思います｡

そして､今回の第二次再審請求では､犯行時

の着衣とされたシャツ(事件から1年以上経っ

てから"発見"された証拠)に付着していた血

症(袴田さんと同じB型)が最大の争点となり､

最新のDNA鑑定(第一次請求では｢鑑定不能｣

とされた)で袴田さんのDNAとは一致しなか

ったことが"決定打"となりましたが､さらに､

審理の過程で検察側が秘匿してきた多くの証拠
の開示を勧告したり､今回の決定で､重要証拠

とされた｢シャツ等の衣類5点(袴田さんがは

けなかった細見サイズのズボンを含む)および

付着血痕｣のいずれも捜査機関-警察により担

造されたと考えるのが｢最も合理的｣と指摘す

るなど､非常に画期的･有意義なものでした｡

菟罪事件には､自白の強要と､自白と矛盾す

る(無実を証明する-真犯人につながる<*>)

証拠の隠ぺいと､自白と合致するよう担造され

た証拠(狭山事件で特に顕著)などが不可欠で

す｡だからこそ｢取り調べの可視化･証拠の全

面開示｣が必要です｡ <*今回のDNA鑑定結

果は､真犯人には決してつながりませんが､担

造人物の特定にはつながりますので､当人(敬

人?)･警察･検察は肝を冷やしているのではな

いでしょうか｡だからこそ検察は､メンツを保

つためだけでなく､鑑定結果そのものを否定す

るため･犯人同定を防ぐため､ 3.31に即時抗告

をしたのかもしれません｡ >

江戸時代なら動物の血でも区別は難しかった

と思われます｡ ABO･ Rhなどの血液型鑑定

が登場してからは､程近はある程度難しくなり

ましたが､同型の人血を使えば(まさに袴田事

件のように)可能でした｡その後､ DNA鑑定

技術の登場･進歩で､微量･長時間経過後でも

個人識別が可能となり､足利事件の再審や今回

の決定につながりました｡ <追記:3.27村山決

定の"波及"を最高裁が恐れてか､ 3.31に福岡

地裁は飯塚事件(死刑執行済み)の再審請求を､
｢不一致が明らかではない｣として認めません

でした(再鑑定もしない"茶番"でしかありま

せん)｡再審は何よりも菟罪被害者救済のためで

すが､司法にとっても(鑑定方法の不十分さに

起因する)過去の誤りを正し､信頼を回復する

絶好のチャンスなはずで､裁判所は大いに最新

のDNA鑑定を活用すべきです｡検証もせずに

結論ありきで"臭いものに蓋"という姿勢は､

福島事故の検証もしないまま再稼動を求める原

発推進派と一緒です｡ >

でも､確かにDNA鑑定技術の進歩は決定的

ですが(マスコミ報道も強調)､それだけに注目

すると､血痕等が争点となった事件以外の菟罪

が放置されかねません｡袴田事件では､逮捕･

起訴の段階から多くの自白･証拠に"合理的な

疑い･不自然さ''があったにもかかわらず､こ

れまで地裁･高裁･最高裁で死刑判決･第一次

再審請求棄却に関与した多数の裁判官(一審の

担当裁判官だった熊本典道氏は､当時自白調書

に疑問を感じていたのに死刑判決を書いたこと

を悔いて､ 2007年に自ら再審を求めるようにな

りました)が､それらを見逃してきた"原因･

背景"を明らかにすることが必要ですC　そうで

ないと､ DNA鑑定技術が進歩するまで(+村

山裁判長と出会うまで)の48年間もの拘置が
"仕方なかった"ということになってしまいま

す｡

その点に関して言えば､例えば､第一次再審

請求(静岡地裁1994.8棄却)の争点の一つだっ

た､犯行後に袴田さんが円(かんぬき)がかか

ったままの裏木戸の｢スキマ｣から逃げたとい

う自白(+警察の検証実験)は､それが物理的

に不可能なことを｢裏木戸実験｣が証明【山本

徹美『袴田事件』新風舎文庫2004 : pp.512-515

等】した段階で､裁判官は"合理的な疑い"を

持てたはず･持つべきだったと思いますo DN

A鑑定などの各種鑑定技術が十分でなくても､

菟罪である限り上記｢裏木戸実験｣のように"不

合理･不自然"な点はいくつも見つかるはずで､



それを見逃さないような科学的常識･科学的原

理を尊重する思考(最近はやりの言葉では｢科

学リテラシー｣ :筆者はこの用語･横文字が嫌い

ですが)を､裁判官は持つ必要があると思いま

すo　そうすれば､少なくとも20年は余計に失

われずに済んだのです｡

ところが､菟罪事件に関与した多くの検察

官･裁判官は､文書の読解は得意なためか､供

述調書を自身が"読み説いた"観念論的な結論･

有罪心証に絶対の自信(プライド?)を持ち､
一部証拠を自説の補強に利用するだけで､自説

と矛盾する証拠には目をつぶり､科学的検証･

鑑定は(自白その他で有罪は明らか!と)まさ

に"言を弄して"拒否し<3.31飯塚事件再審棄

却はその典型>､ "合理的疑い"の残る判決･菟

罪を擁護して､あくまでも｢刑事司法の権威維

持･自己保身｣を図り続けていますo　その有様

は､原発の危険性を隠ぺいする事業者を､原子

力規制当局が｢原発の安全神話維持･運転(育

稼動)容認｣のために擁護してきた｢原子カム

ラ｣ (小出裕章さんは新たに｢原子力マフィア｣

と呼んでいますが:『原発ゼロ』幻冬舎ルネッサ

ンス文庫2104)と同様で､また､原発の経済性

の計算根拠を明らかにせずに｢最も安い｣と宣

伝するだけの原子力推進当局の姿勢とも重なり
ます｡付言すれば､かなり前に見た反原発仲間

のU氏の交通事故の判決文で物理的にあり得な

い不自然な事故態様が認定されていたり､女川

原発差止訴訟でも｢～という事実が認められる｡

しかし～だから､必ずしも危険とは言えない｡｣

という論理のすり替え-論弁で原発の危険性が

否定されたことを思い出します｡

一方､今年1月末に報じられた｢sTAP(ス

タップ)細胞｣は､理化学研究所･'ト保方晴子

研究ユニットリーダーの発表時やその後の｢リ

ケジョ(理系女子)｣的映像- ｢かっぽう着姿｣

が印象的でしたが､何よりも簡単な刺激で一度

分化した体細胞が｢初期化｣される(未分化の

万能細胞-STAP細胞になる)ということで､

まさに生物学の常識を揺るがすノーベル賞級の

発見だと驚きました｡

ところがその後､世界の誰も細胞の作製･再

現に成功せず､さらに､今回の論文に博士論文

で使用された写真が使われていたり､作成した

STAP細胞とされたものが依頼者(山梨大･

若山照彦教授)が提供した元の体細胞と異なる
ことが遺伝子解析で明らかになったことで､若

山教授自身が論文撤回を申し出る事態となり､

理研等による検証も始まっていますo　ただし､

小保方氏が自分で細胞作製を行なったのなら､

細胞の取り違えや混入(-汚染)は起こらない

と思いますし(実験のイロハのイ)､重要なデー

タ写真を取り違えることもほとんど考えられま

せん(研究者のイロハのイ)0

結果がどうなるか分かりませんが(STAP

細胞自体は作製できる可能性が残るのかもしれ

ませんが)､第三者による公正な検証を期待した

いと思いますo

たまたま同時期に明らかになった上記2つの

出来事(3.31福岡地裁決定や3.31特別抗告な

どの動きも続いていますが)には､検察官･裁

判官(文系エリート)と研究者･論文審査者(理

系エリート)という違いはあるにしても､その

思考の根本に､真実の追求を第-としない､倫

理的･科学的思考の"欠如"という､ ｢原子カム

ラ｣ (原子力エリート)とも共通する"深刻な問

題"があるように感じて､気になりました｡

<2014.3.31とりあえず完>

(仙台原子力問題研究グループ1 )

<4.1追記>　4.1にSTAP細胞について

の理研の調査報告記者会見のニュースがありま

したが､大きな進展はなく､ ′ト保方氏の反論も

具体的ではありませんでしたので､特に変更は

ありません.ただし､ 3.31福岡地裁決定につい

ては一言｡

平塚浩司裁判長は｢現場の血液のDNA型が

元死刑囚と一致するとした当時の鑑定について
I 『直ちに有罪認定の根拠とはできない』と指

摘｣した上で､ ｢DNA型鑑定を証拠から除いて

も有罪が揺るがないとした｣とのことですが<

4.1朝日>､菟罪を生み出す刑事司法の発想の
"頑迷さ･卑劣さ"に驚きました｡最新のDN

A鑑定は､元死刑囚の有罪を前提とした証拠固

めに役立っかどうかという域を超えて､もしも

元死刑囚と一致しなければ､その`血液の主'

が(元死刑囚に代わって)検察･裁判所が認定

した"有罪ストーリー"に当てはまる｢真犯人｣

であることをピンポイントで示し､元死刑囚犯

人説に"明らかな疑い''を生じさせる決定的な

証拠になるのです｡それほど裁判所が｢有罪が

揺るがない｣ことに`自信がある'なら､"疑わ

しさ"を一掃するため､公正を期して再審の場

で再鑑定すればいいのです｡そして､一致した

結果を高らかに掲げ､ ｢有罪が揺るがない｣こと

を公明正大に宣言すればいいのです｡
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葡btt3希望と頒廃的C3廃炉作業

再稼動の話題を除くと､福島原発以外では､

事故･トラブルなどの"気になる動き"はほ

とんどありません｡そのような"平穏さ"の

中で､ (筆者は気付きませんでしたが) 3月下

旬､老朽化した中国電力ニ島根1 (74年)･

四国電力ニ伊方1 (77年)の廃炉検討が表明

され<反原発新聞NoA33(2014.4)>､さらに九

州電力:玄海1 (75年)でも｢経済性や工事

(筆者注:老朽化･耐震対策)の範囲などを

検討｣して秋までに存続の判断がなされるよ

うです<4.19朝日>o ｢原発なし社会｣に向

けての舵切りは､経済性に敏感な電力事業者
の方が､政治的な思惑しかない安倍政権より､

決断が早いのかもしれません｡その意味では､

東北電力も､少なくとも老朽化した女川1(84

午)については､これ以上の"無駄･非効率"

な投資をせず､廃炉作業･被曝労働を軽減す

るため"よりクリーン"なうちに-大事故を

起こす前に､廃炉を決断すべきです｡

【5.1追記】

4.30､関西電力･八木社長も美浜1 (70

午)･ 2 (72年)の存廃検討に言及したとの

こと<5.1朝日>｡また､東北電力･海輪社

長は｢『老朽化している発電所もフル稼働して

おり､供給面は脆弱-』と述べ､原発再稼動

の必要性を改めて強調した｣とのことですが

<同>､老朽化は上記のとおり女川1が最た

るものであり､さらに原発は他の原発事故に

よる一斉停止リスクもあり､女川･東通原発

の再稼働など`供給面を一層脆弱'にするだ

けですo　また､原町石炭火力の昨年4月の本

格復旧が13年度の黒字化に貢献したようで

すが<同>､そのような早期復旧も原発では

絶対に不可能で(実証済み! )､原発なしの経

営こそ､震災等からの迅速復旧を可能とし､

放射能汚染による莫大な損害賠償リスクを案

ずる必要もなく､原子力防災などで周辺自治

体に莫大な負担･迷惑をかけることもなく､

健全なものであることは明らかです｡ただし､

健全経営-の移行と並行して､既に発生した

使用済み核燃料や各種放射性廃棄物の保管方
法や廃炉作業について､数年先･数十年先(敬

百年先?)に東北電力が晴れても､最後まで

責任を持って対処する仕組みを作っておく責

務がありますo

一方､福島第一原発での汚染水をめぐる事

故･トラブルは､マスコミでほとんど連日報

道されているように､"気になる動き''だらけ

です｡

3.26　には4号機で使用済み燃料搬出作業

のため走行中の天井クレーンが停止し､その

後の調査でサイドブレーキを掛けたまま運転

を始めたためと判明｡原因は｢サイドブレー

キの有無はメーカーにより異なることから､

本作業において､サイドブレーキを掛けない

ことが慣例となってい｣たということで(非

常識･危険側の対応)､その前に別の作業で当

該クレーンを使用した作業員がサイドブレー

キを掛けて作業を終了した(常識的･安全側

の対応)が､搬出担当の作業員は｢慣例｣で

サイドブレーキを掛けていないと考え(確認

もせず)走行させたためでした<3.30東電報

道一斉メール>o

東電の再発防止対策は､操作卓に｢走行前

にサイドブレーキ解除｣を掲示する(貼り

紘?)ことと操作員教育だそうですが､これ

には開いた口がふさがりません｡レバー誤操

作等による予期せぬ走行を防ぐため設計･購

入段階でサイドブレーキのあるクレーンを採

用するとともに､操作終了時にサイドブレー

キを掛けない"非常識･危険な慣例"を直ち

に根絶し､｢操作終了時にはサイドブレーキを

掛ける!｣と貼り紙などで徹底することこそ

が､自動車操作の常識から考えても当然行な

うべき対策ではないでしょうか｡｢走行前の解

除確認｣などは､操作後にサイドブレーキを

掛けない作業効率優先の悪しき慣例を放置･

容認した上で､今回と同様の走行中に停止す

るトラブルだけを避ける"場当たり的･その

場しのぎ"の対策でしかありません｡東電の

安全性軽視･作業効率優先の姿勢は､汚染水

対策･廃炉作業の長期化に伴い僅か3年で"頚

廃的"な域にまで達しているようで､今後の

事故･トラブルの続発が非常に心配です｡



【4.24追記】

上記文書作成後に気付きましたが､3.10に

は5号機で天井クレーンの走行中停止(午前

11時頃)がありました｡原因は､走行用イン

バータ盤の電源が停止していたためとのこと

ですが<3.10東電報道一斉メール>､電源自

休の故障なのか誰かが故意･ミスで切ったの

かなど､真相は不明です<原因の続報メール

なし>｡また､ 4.22に運転を再開したばかり

の汚染水から放射能を取り除く｢多核種除去

設備(ALP S:アルプス)｣が､直後に除去
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能力が不十分であることが分かり停止しまし

たが､原因は放射能(沈殿)除去のための｢炭

酸ソーダ供給ラインの手動弁が閉のまま｣だ

った単純ミス(運転再開時の点検漏れ)との

ことです<4.23東電報道一斉メール>｡

別稿｢気になる動き22｣のトラブルと合

わせて､東電が各種作業を統制できていない

(ノット　アンダーコントロール)ことは明

らかで､心配が募ります｡

<2014.4.19+4.24+5.1>

(仙台原子力問題研究グループⅠ )

宅全性向上と手口対策の矛盾-原発の"串買･正体'

前号｢気になる動き18｣で記載した2.19

福島第-汚染水タンクからの100トン漏洩は､

未だに誰がなぜ弁を操作したのか不明のまま

で<4.16朝日>､東電の作業管理のいい加減

さ-多重下請け構造の無責任さ･欠陥を表わ

しています｡それに関して､全国の原発では
｢作業ミスを防ぐために不可欠｣で基本的に

付けられている(筆者注:女川原発でも

2009.2.19　に弁の操作ミスがありましたが

(『鳴り砂』No.221)､タグ付けは完了している

のでしょうか?)という弁のタグ(銘板)が､

福島第一では5000ある弁のうち1500に未設

置で､東電目く｢配管の系統図があり､操作

対象の弁を特定できた｣ものの､ ｢特定に時間

がかかることや誤操作のリスクを低減｣させ

るため昨年10月から取付け始め､完了は今年

6月末､とのことです<3.26朝日>｡系統図

で弁の番号を特定できても､実際に高線量の

現場で操作する時に(おそらく小さく書かれ

た)弁番号を探すのは大変ですので､誤操作

防止にタグ設置は有効なはずです(配管の種

類･汚染水濃度･通常時の開閉などでタグを

色分けすれば､さらに効果的なはず)0

4.13には｢普段使わないポンプが動き､約

200トンの高濃度汚染水が本来の送り先と違

う建屋内に流れ込んでいた｣ことが発覚しま

した<4.16朝日>｡原因は(ナント!) 3箇

所4台の仮設ポンプが作動していたためで

【5.7追記参照】､また､作業員が水位異常(サ

イトバンカ建屋の水位上昇とプロセス主建屋

の水位低下)に10日頃に気付いていたものの､

現場調査は12日でした<4.14東電報道一斉

メール>o東電の異常に対する｢対応の遅さ｣

は相変わらずですが､ 3箇所4台ものポンプ

を誰がなぜ作動させたのか､現時点でやはり

不明です<4.17朝日>o東電発表直後のテレ

ビニュースで､当該スイッチが空調設備(場

所については報じていませんでしたが､上記

の2つの建屋でしょうか)のスイッチと同

壁?で同じボックス内にあったとし､操作ミ

スの可能性を示唆していましたが､確かに映

像を見た限りでは､その可能性も十分あるよ

うに思えました(加えて､ 10日は気温も高目

で､空調を入れる``動機"もあり)｡

規制委は､前記の2月の弁操作も今回のポ

ンプ操作も誰がなぜ行なったのか判明しない

ため､もしかすると『故意-テロ』を意識し

てか､｢スイッチを収めた分電盤を可能な限り

施錠することやカメラで見張るなど､管理の

厳格化を求める考えを示した｣とのことです

が<4.17朝日>､やはりスイッチにもきちん

とタグ(映像ではなし)を付けることが誤操

作の再発防止の基本になるのではないでしょ

うか｡また､施錠以外は『テロ』の未然防止

には役立ちませんし､監視カメラは事後の犯

人探しには役立っても『故意』の未然防止は

できません｡

何より､真剣に『故意防止-テロ対策』を

実施･徹底しようとするなら､現在のいい加

減な作業管理の基となっている多重下請け構

逮(被ばく要員としての労働者の頭数揃えと



使い捨て)を根本的に改めるはかなく､それ

は原発労働では絶対に不可能です｡身元の確

かな労働者を雇用しても､被ばくが基準を超

えれば別人と交代させるしかなく､常に身元

の確かな労働者を(余分に)確保しておくこ

とは､規模の小さな下請け会社には経営的に

無理ですから､多数の社員を雇用している東

電こそが､現場作業を担う人員を(柏崎刈羽

原発や本社･各支店などから)提供すべきで

すo　さらに､操作ミス防止には有効なタグ付

けも､原発内部に詳しくない侵入者に対して

は攻撃対象を選択する情報を与えることにな

りますので､安全対策とテロ対策に矛盾が生

じます｡これは､核兵器と同じ核物質(ウラ

ン･プルトニウム)を使用し､放射能兵器と

同じ高レベル放射性物質-使用済み核燃料を

生み出し保管しているという､原発の"本質･

正体"から生じるものだと思います｡原発の

再稼動を止める以外に真の解決･矛盾の解消

はありませんo

【5.7追記】

5.2東電報告(特定原子力施設監視･評価

検討会･第21回参考4)によれば､調査の結

果､ポンプ4台中1台は配管途中の弁閉によ

り機能せず､実際に汚染水を移送したポンプ

は3台で､また､建屋水位の変化から今年3

月20日12時以降にスイッチが入れられた(な

んと3週間も気づかなかった!)ものと推定o

さらに､同日は(協力会社ではなく)東電の

社員がスイッチのある2つの建屋に入城して

おり､同社員は｢P/C(C)全停作業の復旧に

あたり､当該分電盤の負荷(空調設備)の入

操作を実施(平成26年3月20日｡なおP/C

(C)受電は同日12時頃) ｣し､ "記憶(記

録はなし) ''では｢当該操作にあたっては､

現場にて関連書類(負荷リストおよび単線結

線図)を確認しながら操作を実施した｣が､
｢分電盤内のスイッチに識別表示がなされて

いないという作業環境の中､ ･･当該分電盤の

負荷(空調設備)のスイッチを入れようとし

た際に､誤って仮設ポンプ4台のスイッチを

入れた可能性が高い｣とのこと｡その上で､
｢電源盤内負荷機器の明確化､使用予定のな

い仮設設備の処置､今後汚染水を移送する可

能性のある建屋(焼却･工作建屋)の水位に
ついても水位管理を行う｣という3つの再発

防止対策と､ ｢電漁盤等の施錠管理､現場監

視機能の強化(監視カメラの設置等) ｣とい

う2つの現場強化策を挙げています｡

でも､社員が｢現場にて関連書類(負荷リ

ストおよび単線結線図)を確認しながら操作

を実施｣したのなら､ 2つの分電盤でいずれ

も空調設備(各Nol)とは別番号(各No2,

3)の付されている｢仮設ポンプ4台のスイ

ッチを入れる｣可能性は考えられません(1

個のスイッチを入れるだけでいいのに､ 3個

ものスイッチを入れるでしょうか:後添の参

考3, 6を参照) 0 ｢関連書類｣の記載が間

違っていた可能性は`さすがに低い?'と思

われますので､実際には『現場での書類確認』

が"記憶違い(-虚偽の弁明) "の可能性が

最も高いのではないでしょうか｡あるいは
｢ (現場持出し用の)関連書類｣が本当に作

成されていたのでしょうか｡その点を暖味に

したままでの幕引き(5対策)は､非常に問

題だと思います｡

<2014.4.20+5.7>

(仙台原子力問題研究グループⅠ )



【参考3】単線結線図

●-

tl IJLtJ1

【参考6】現場状況(分電盤状況)

便己⊇分石EN- 1

iフDtE?ス呈津h12E旨〉

侵出分芯EiN-3

No2　プロセス亘理rif排水ホンフォCEN-AI

Nu3　フDモスエ浬h!LIF氷JTiンプ(CEN-Bl

(脚･ t作守は11盲)
●●●

!! ■■t力　　T",,I I tJ如t甘tt)和帆吐

No2　碗ED ･ rrF書l苧l碗EDI I蒜水ポンプtN;卜A)

19



[せJJt原発77弓nlLト】

【3月】19日(水)　登米市､東京ガス等が出

資する新電力のエネットと､市役所本庁舎等

33施設に2014年度1年間電力を供給する契

約を締結Q東北電力と比べ､基本料金を11%

安く抑え､年間で約370万円の経費削減を見

込むo

21日(金･祝)　第79回｢大飯を止めろ!女

川再稼働するな!子供を守れ!汚染はいらな
い!みやぎ金曜デモ(略称:脱原発みやぎ金

曜デモ)｣主催みやぎ金曜デモの会(代表西さ

ん)､昼14時､昼過ぎまで雪の降るあいにく

の天気の中､勾当台公園野外音楽堂から約55

名+1匹の市民が参加｡

22日(土)　｢子どもたちを放射能汚染から守

り､原発から自然エネルギーへの転換をめざ

す女性ネットワークみやぎ【女性ネットみや

ぎ】｣二周年のつどいr守ろう!子どもたちの

いのち･未来｣がフォレスト仙台会議室で開

催｡鎌仲ひとみさんが講演｢原発は､もうた

くさんだ｣｡

｢放射性廃棄物最終処分場建設に断固反対

する会｣ (加美よっぱ農協等地元42団体)､加

美町宮崎福祉センターで､候補地の白紙撤回

を求める集会を開催し､ 1万5398人分の署名

簿を猪股加美町長に提出｡約300名が参加｡

23日(日)　みやぎアクション会議をシルバー

センター会議室で開催｡ 19名参加｡

26日(水)　原子力規制委員会､ 2号機の3回

目の審査会合を原子力規制庁(東京)で開催｡

東北電力､ 30㌔圏内の陸上にある3本の活断

層｢加護坊山一箆岳山断層｣ ｢旭山擁曲･須江

断層｣ ｢2003年宮城県中部の地震南部セグメ

ント断層｣を説明｡

27日(木)　東北電力､東京電力に福島第一原

発事故の損害賠償で1億7000万円の請求をす

ると発表o　浪江･小高原発投資は除外0

28日(金)　第80回｢脱原発みやぎ金曜デモ｣､

勾当台公園野外音楽堂から約65名の市民が参

加｡

30日(日)　仙台市内で､5歳以上の子どもを対

象に第2回甲状腺エコー検査｡放射能問題支

援対策室いずみ主催､ 50名が受診｡

【4月】4日(金)　第81回｢脱原発みやぎ金

曜デモ｣､きれいな月夜､勾当台公園野外音

楽堂から約75名の市民が参加｡

5日(土)　第29回4･9反核燃の日全国集会が青

森市青い森公園で開催｡宮城からも6名参加｡

6日(日)　脱原発東北電力株主の会､株主提案

協力要請発送作業｡ 8名参加｡

10日(木)　東北電力､県･女川町･石巻市に

3月分の女川原発の点検状況報告｡ 61件の被

害の内今回復旧はなしで59件が対応完了済

みと発表｡

11日(金)　｢女川原発の再稼働を許さない!

2014みやぎアクション｣と｢女川原発の廃炉

を求める大崎連絡会｣及び｢原発問題住民運

動宮城県連絡センター｣の質問書に対し､東

北電力が口頭で回答｡ 27名参加｡

第82回｢脱原発みやぎ金曜デモ｣､日中の強

風も収まり月のきれいな夕べ､勾当台公園野

外音楽堂から約75名の市民が参加｡

12日(土)　｢放射能から子どもたちを守る栗

原ネットワーク｣､栗原市市民活動支援センタ
ーで､指定廃棄物最終処分場問題で集会を開

催｡市民約20人が参加し､加美よつば農協､

大和町町議が反対運動の現状を報告｡
13日(日)　｢原発メーカー訴訟の会in仙台｣

が､エルリ〈-ク仙台特別会議室で開催され､

島昭宏弁護士と朴錘碩氏が訴訟の意義と現状

を報告｡ 32名参加｡

18日(金)　第83回r脱原発みやぎ金曜デモ｣､

勾当台公園野外音楽堂から約70名の市民が参

加｡花冷えの寒さの中､再稼働反対･原発輸

出反対を訴えて一番町を歩きました
19日(土)一風の会　公開学習会vol.4-r放

射能と私､医師として釣り師として～原爆か

ら原発へ｣が､水戸部秀利さん(医師)を講

師に､仙台市民会館第一会議室で開催0 36名

参加｡

3･ 11を忘れない｢福島原発現地視察バス

ツアー｣が､宮教組中央支部主催で開催｡

あさひな農協など地元9団体､指定廃棄物

最終処分場建設断固反対の集会を､大和町ま

ほろばホールで開催｡町民約1100人が参加し､

1万1402人分の署名簿を浅野大和町長に提出｡

｢私が高萩市で訴えてきたこと! ～指定廃

棄物最終処分場問題～｣が､大内健道さん(茨

城県)を講師に､中新田公民館で､ ｢自然と生

活を愛し､豊かな未来をつくりたい｣の主催

で開催｡

20日(日)　女川原発桜調査｡3名参加｡

21日(月)　丸森町耕野地区のタケノコ3年ぶ

りに出荷再開｡ベルトコンベヤー式連続個別

測定器で検査し､ 65 Bq/kg以下のみ出荷o

県､東京電力から2011年度分の土木部関連

損害賠償請求で初めて､ 27万8439円の支払

いを3月28日に受けたと発表0

22日(火)　環境省､指定廃棄物最終処分場建

設で､県内農協組合長に説明｡候補地がある



組合長ら｢受け入れられない｣と反発｡

24日(木)　｢最終処分場候補地の白紙撤回を

求める栗原市民団体連絡会｣､深山獄現地視察

見学会を開催｡約30人が参加し､もろい地質

を確認｡

県､栗原市で採取された野生タラノメから

基準値を超える160 Bq/kgの放射性セシウム

を検出したとして､出荷自粛を要請｡

25日(金)　県､栗原市で採取されたクサソテ

ツから320､ 480Bq/kgの放射性セシウムを検

出したと発表｡

農協･宮城県協議会､東京電力に､第32

次分として､ 3億5635万円の賠償金支払いを

請求｡ (21日現在､第1-31次の請求総額は

308億5697万円で､東電から支払われたのは

230億2120万円で74.6%)

27日(日)第84回｢脱原発みやぎ金曜デモ｣､

14時集合錦町公園から､約75名もの市民が

参加｡ドイツの方の参加もあり､脱原発を決

めたはずのドイツでも原子カムラが虎視耽々

と巻き返しを計っていることを報告｡デモの

後の交流会にも多数が参加､貴重な意見交換｡

29日(火･祝)　みやぎアクション会議を市民

活動サポートセンター研修室で開催｡ 20名参

加｡

30日(水)　株主の会､東北電力に株主221名･

296. 100株で｢脱原発会社宣言｣等の株主提

案(19年連続)を提出し､記者会見｡ 5名参

加｡

県､岩沼市二の倉沖で採取されたタロダイ

から110 Bq/kgの放射性セシウムを検出した

と発表｡

【5月】2日(金)　第85回｢脱原発みやぎ金

曜デモ｣､勾当台公園野外音楽堂から約70名

の市民が参加｡

県､栗原市で採取された野生タラノメから

350､ 500 Bq/kgの放射性セシウムを検出した

と発表｡

7　日(水)　県､栗原市で採取された野生コシ

アブラから330､ 570､ 1200Bq/kg､野生クサ

ソテツから　210 Bq/kgの放射性セシウムを検

出したと発表0

9日(金)　第86回｢脱原発みやぎ金曜デモ｣､

肴町公園から約60名の市民が参加｡初参加の

若者が手製の大きなアピールボードを持って

参加0

13日(火)　東北電力､県･女川町･石巻市に

4月分の女川原発の点検状況報告o　使用済み

制御棒等の放射性固体廃棄物を水中保管する

サイトバンカ建屋内の貯蔵プールから､計

70.5芝,;の水漏れ事故1件および2号機の放射

線管理区域内のゴミ箱から計15個のガム発

見と､ 61件の被害の内今回復旧はなしで59

件が対応完了済みと発表0

14日(水)　県､丸森町(耕野地区を除く)で

採取された露地タケノコから160 Bq/kgの放

射性セシウムを検出したと発表0

15日(木)　｢女川原発環境調査測定技術会｣

が､パレス宮城野2階はぎの間で開催｡ 4名

傍聴｡

16日(金)　第87回｢脱原発みやぎ金曜デモ｣､

肴町公園から約60名の市民が参加｡

県､丸森町(耕野地区を除く)で採取され

た露地タケノコから　210 Bq/kgの放射性セシ

ウムを検出したと発表｡　(空)
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